
別記様式第１2号（第１1条関係）

平平平平　　　　成成成成　　　　24242424　　　　年年年年　　　　度度度度　　　　事事事事　　　　業業業業　　　　実実実実　　　　績績績績　　　　書書書書

団体名  嘉川自治連合会（嘉川地域づくり協議会）

１　総括

２　事業内容

（１）協議会運営

事業費

（２）地域振興

事業名

事業費

4,196,112

事務局の

運営体制

（事務員等の雇用人数）　事務局長1人、事務局員2人

（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費

（成果・評価）年間を通じて滞りなく事務局運営を行いました。

（今後に向けて）

よりスムーズに事務局運営を行うため、体制を強化していきます。

地域づくり協議会広報

431,885

事業概要

（実施内容）

　地域づくり協議会に関する各種の情報の提供と地域内団体の紹介として広報誌を２回

発行し全戸配布しました。

（実施時期）

　広報誌発行　平成24年10月、平成25年3月

　委員会　平成24年6月19日、7月17日、8月7日、8月20日、平成25年1月15日、1月30

日、2月25日、3月12日

（参加人数）

　事務局、広報委：延べ51人　　　原稿執筆者：延べ33人

（成果）

　協議会や地域内団体の活動を紹介し、活動への理解を深める事ができました。

　寄稿文、交流センター利用者の声、地域情報を掲載し、紙面に変化を持たせました。

（評価）

　嘉川地域づくり協議会の活動の中で、特に防災について重点的に取り上げ紹介するこ

とができて良かったです。

　また、住民からの投稿、利用者の声、地域情報を掲載することによって、幅広い世代に

関心を持たせることができたと考えます。

（今後に向けて）

　地域住民が関心の高い記事や情報を的確に収集し、それをいかに魅力的なレイアウト

で提供するかが課題です。

　交付金による協働の地域づくり活動を展開して３箇年を経過し、その間、地域の山積した課題への

取り組みを推進し徐々に解決することができました。

　一方、地域の将来展望や課題の把握、活動の計画立案、予算の編成と執行、参加者(活動の実働

部隊)の確保等々に苦慮しており、これらの解決に当たっては、自治会を中心とする協議会の組織の

充実や、ボランティア組織(団体)の協力を結集した協働体制づくりが急務であると考えます。

　しかしながら、結局は実践活動の中で人材を養成し、活動の場をコーディネートしながら、広く輪を

広げていく所存です。

　最近では、自治会や地域団体の組織の強化にも腐心しているところです。
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　平成22年度を初年度としての活動も3年を経過しました。平成24年度は現地表示作業

最終年度の取組の中、未発掘の史跡発見もあり、有意義に施工することができました。

（実施時期）

　6月より史跡のリストアップを行い看板レイアウトを作成し、10月には製作を発注しまし

た。1月に基礎工事を行いながら並行して標柱建植作業を行い3月に完成しました。

（参加人数）

　建植作業　　自治会、子ども会　60人

　調整会議　　延べ21人

(成果）

　37箇所に表示を実施しました。

（評価）

　次世代を担う子ども達が遺跡、史跡の存在に気づき、年配者は往時の生活に思いを馳

せる等、人々の繋がりを感じることができました。

（今後に向けて）

　表示を施工した箇所のデータ整理を行い、史跡のマップや冊子の作成を行います。

事業概要

（実施内容）

　小、中学校生徒を対象に、交通立哨、見守り活動等の場を活用し、あいさつ運動を行

いました。

　地域づくり協議会に関係する25団体（各5人）と39自治会に「あいさつ運動」に関するア

ンケートを実施し、地域内でのあいさつの実情を把握しました。

　アンケート結果をA4判2ページにまとめ広報誌と同時期に全戸配布をしました。

　また、標語ステッカーを印刷し各自治会や小、中学校に掲示しました。

（実施時期）

　あいさつ運動　　常時

　アンケート　　検討・作成　平成24年7月24日、依頼・実施8月29日、集計・検討10月26

日、結果報告　平成25年3月31日

　標語　　印刷　平成25年2月12日、掲示依頼2月15日

　委員会　　平成24年7月24日、10月26日、平成25年1月30日、3月7日

（参加人数）

　事務局、社会部会員　延べ27人

　アンケート回答者120人（回収率86％）

（成果）

　地域内の大人へのあいさつ運動の浸透度や関心度を把握し、今後の活動に役立てる

資料とすることができました。

（評価）

　関係団体へのアンケートを今後の活動方針に利用できる資料とすることができ、活動推

進に十分な成果があったと考えます。

　アンケートの結果、あいさつ運動は絶えず続けることが大切であるとわかったので、標語

ステッカーの掲示を継続することにしました。

　また、活動について活発な意見が提出され、あいさつ運動の意義や大切さを認めてい

る人が多いことがわかりました。

　しかし、地域全体での取り組みについては認知度が低かったように思います。

（今後にむけて）

　運動の認知度を上げるために新しい方法を考えたいです。

郷土学習と遺跡・史跡の顕彰と整備

430,225

あいさつ運動の推進

23,884
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事業名

事業費

事業名

事業費

登山コース、ハイキングコースの標示と整備

137,910

食生活改善と推進

50,000

事業概要

（実施内容）

　中学生料理教室：食育と地産地消の学習。米粉を利用したパンを使った弁当作りをしま

した。

　いきいきサロン：嘉川風しっちょる鍋を紹介しました。

　パン作り教室：米粉を利用したパンを数種類作りました。

（実施時期）　中学生料理教室　　　平成24年8月23日

　　　　　　　　　深溝いきいきサロン　平成24年11月20日

　　　　　　　　　高見いきいきサロン　平成25年1月16日

　　　　　　　　　パン作り教室　　　　　平成25年3月6日

（参加人数）　中学生料理教室　　　46人

　　　　　　　　　深溝いきいきサロン　30人

　　　　　　　　　高見いきいきサロン　30人

　　　　　　　　　パン作り教室　　　　　25人

（成果）

　地産地消と食の安全、安心について情報発信する機会を設けることができました。

　嘉川風しっちょる鍋の試作や紹介をすることができました。

（評価）

　嘉川風しっちょる鍋の２種類の団子やパンの味が好評で、地産地消への関心や食の安

全、安心についての理解を高めることができたと思います。

（今後に向けて）

　地元の素材を利用した料理を広めていき、食育、地産地消、食の安全・安心を推進して

いきます。

事業概要

（実施内容）

　禅定寺山登山道の整備について、検討会及び実地作業を各2回実施しました。

　作業は昨年に引き続き山頂や登山道の草刈り、倒木処理等の整備を行いました。ま

た、従来の登山ルートより傾斜が緩い新しいルートも整備しました。

（実施時期）

　検討会　平成24年9月29日、平成25年2月22日

　整備　　 平成24年9月29日、平成25年2月24日

（参加人数）

　検討会　自治部会メンバーほか　　　10人

　整備　　 地域有志ボランティアほか　60人

（成果）

　有志が協力して取り組んだことにより登山道が整備され、地域資源となりました。

（評価）

　緩傾斜登山ルートの整備により手軽に登山ができるような環境整備をすすめることがで

きました。今後、嘉川を代表する山として禅定寺山への登山が増加するものと期待されま

す。

（今後に向けて）

　嘉川を代表する禅定寺山、御伊勢山の整備を地域住民の交流の場づくりとして進める

とともに、里山登山やハイキング等を計画的に実施し、地域の活性化や健康維持の促進

に貢献するよう努めます。
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　地域交流センターの清掃等に必要な器材を購入しました。

（成果）

　地域交流センターの利用環境向上に繋がりました。

（今後に向けて）

　本年度で事業終了です。

事業概要

（実施内容）

　盆踊りを通じて地域の世代間交流と地域住民の一体感の醸成を図るとともに伝統のあ

る「白河踊り」の継承と活性化を図るため、自治会等にDVD、CDを貸し出しました。また、

今年は嘉川文化祭において総踊りとして踊りました。

（実施時期）

　打ち合わせ　　7月12日

　総踊り　　　　11月4日

（参加人数）

　90人

（成果）

　総踊りについては児童から大人までの多くの踊り子が会場溢れんばかりに参加し、和気

あいあいとした雰囲気で踊りの予定時間を超過するほど盛況でした。

（評価）

　嘉川文化祭において総踊りを実施したことにより、多くの人に「白河踊り」を知っていた

だくことができ、今後の継承と活性化に繋がる活動ができました。

（今後に向けて）

　嘉川文化祭等の多くの人が集まる機会に「白河踊り」をPRしたり、自治会にDVDやCD

等を貸し出したりして「白河踊り」の継承と活性化に努めます。

地域交流センター改築の推進

18,375

盆踊り

53,200
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（３）地域福祉

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　今年度は事業を実施していません。

事業概要

（実施内容）

　嘉川の子育て支援組織が協力して実施する｢いのちの学習」として中学生と乳幼児、そ

の母親との交流する「ちびっ子大集合」を実施しました。

　また、子育て支援組織「みらい」の活動の支援も実施しました。

（実施時期）

　ちびっ子大集合　　　平成24年11月に３回実施

（参加人数）

　ちびっ子大集合　川西中学校2年生全員と乳幼児、保護者、スタッフ　95人/回

（成果）

　中学生がふれあいや交流を通して、いのちの大切さということについて自分の思いを深

めてくれました。

　乳幼児と母親の参加が増えました。

（評価）

　「いのちの学習」も１１年間継続しています。今年も改めて子育て支援組織の活動を継

続することの大切さを確認することができました。

（今後に向けて）

　地域独自の活動として一層の充実と深化を目指しますとともに、子育て支援組織の充

実に努めます。

事業概要

（実施内容）

　各サロンの活動の充実のため、講座の講師料やイベントの経費の支援をしました。

（実施時期）

　各サロンの活動への講師料等の支援　7月から3月

（参加人数）

　サロン活動：約1,200人

　　　　（6地区の活動は年6回から12回、各サロン1回に20人から30人）

（成果）

　活動が計画的に実施されるようになりました。また、地域の高齢者を中心に住民同士の

つながりが生まれました。

（評価）

　サロンの活動の充実に貢献できました。

(今後に向けて）

　サロン数の減少もあり、世話人の養成が課題となっています。

生き生きサロン活動の充実

20,000

見守りグループ活動

0

子育て支援組織活動と支援

87,250
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　今年度は事業を実施していません。

事業概要

（実施内容）

①単位老人クラブ（10クラブ）のスポーツの集いに支援をしました。

②嘉老連主催の地域の高齢者に呼びかけたスポーツの集いへ支援をしました。

（実施時期）

①　各単位クラブの実情に合わせて実施

②　平成24年11月23日(カローリング)

（参加人数）

　　①３00人　　②40人

（成果）

　軽スポーツを楽しむことを通じて、会員同士のつながりや親睦を深める事ができました。

（評価）

　高齢者に喜ばれる事業として定着してきました。

（今後に向けて）

　高齢者のスポーツによる交流を促進します。また、老人クラブ加入を促す事業として実

施継続します。

事業概要

（実施内容）

　地域の子どもから高齢者までのスポーツを楽しむ環境づくりとして、カローリング一式を

購入しました。

（実施時期）

　随時、地域の団体や住民組織の希望に応じ用具を貸し出しました。

（参加人数）

　地域の老人クラブや子ども会等を含めて各組織から多数の利用（延べ約700人）

（成果）

　高齢者や子ども、障害者等、誰でも楽しむ事ができるスポーツで、多くの人に楽しんで

もらえました。

（評価）

　スポーツを通してのつながり作りや健康づくりに十分役立ったと思います。

（今後に向けて）

　地域の多くの方にスポーツの楽しさを伝えていきます。

高齢者活動の推進

120,000

福祉活動計画見直しと重点計画

0

生涯スポーツの推進

200,000
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事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　中、高校生ボランティア組織「きずな」の活動推進のため腕章等を作成しました。

　ボランティアグループ「みおつくしの会」の高齢者慰問活動を支援しました。

  ボランティア活動研修会を実施しました。

（実施時期）

活　動　平成24年4月から平成25年3月

研修会　平成24年11月25日

（参加人数）

　きずなの活動：延べ300人　スタッフ：延べ200人

　みおつくしの活動：述べ200人

　研修会：40人

（成果）

　「きずな」の会員が地域の行事へ積極的に参加するようになりました。

　「みおつくしの会」の活動も活発に行われました。

　ボランティア活動研修会により新しいボランティアグループが誕生しました。

（評価）

　ボランティア組織の活動活性化に貢献できました。

（今後に向けて）

　ボランティア活動が地域に浸透するように事業を進めます。

ボランティア活動の研修と推進

68,702
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（４）安心・安全

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　児童、生徒の登下校時の見守り活動を行うとともに、工事中道路の迂回道路の確認

等、通学路の安全点検を実施しました。

　見守り活動を統一の帽子やブルゾンで実施するため購入しました。

（実施時期）

　見守り活動　周年

（参加人数）

　自治会、PTA、老人クラブ等　約100人

（成果）

　統一した帽子やブルゾンを着用することで、児童・生徒のみならず地域住民にも見守り

活動が認知されています。また、活動をアピールすることにも繋がっています。

（評価）

　見守り活動を継続していることで、児童・生徒との間に信頼関係が構築され、保護者か

らも多くの感謝の声があり、活動は地域に不可欠なものと認識されています。

（今後に向けて）

　現在、見守り活動は老人クラブが多く関わっていますが、会員の高齢化も進み活動人

員の減少が懸念されるため、今後は自治会等が主体となって活動に取り組む仕組みづく

りを進めていきます。

事業概要

（実施内容）　反射鏡設置の補助について対象がありませんでした。

（実施時期）

（参加人数）

（成果）

（評価）

（今後に向けて）　広く住民に利用していただけるように広報、周知を行います。

事業概要

（実施内容）

　概ね60歳以上の運転免許取得者を対象として、県交通センターにおいて体験的な安

全運転学習を実施しました。

（実施時期）

　平成24年11月20日

（参加人数）

　34人

（成果）

　研修生は主としてモニター画面を通して現実に起こり得る事故のケースなど、模擬体験

することによってより身近に感じ、交通安全に対する意識を醸成することが出来ました。

（評価）

　事故の模擬体験を実際に体験する等により、実効ある極めて有意義な研修でした。

（今後に向けて）

　交通死亡事故の半数以上が高齢者がかかわる事故であり、ますます交通安全に対する

研修の強化が不可欠となっています。事故防止は繰り返し呼び掛けることが大切なことか

ら、今後も研修参加者が増えるように事業を充実強化し継続していきます。

反射鏡設置事業

0

児童・生徒登下校時の安全確保

270,500

高齢者ドライバー1日ドック

19,140
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事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　地域防災活動の進め方や地図を使った地域の災害の確認、災害時の要援護者への支

援方法などについて講演、研修会を開催しました。

　他県の防災活動の実態を学び又災害の疑似体験をするため「福岡市民防災センター」

を視察しました。

　防災意識の向上や自主防災組織の立上げを促進するため各自治会長等を対象とした

研修会を開催しました。

　防災設備や防災資機材の希望調査を全自治会に対し行い、吸水土嚢等の防災資機

材を整備しました。

（実施時期）

　防災講演（防災マップ作成指導）　平成24年6月26日

　防災調査研修視察　平成25年3月22日

　自主防災組織立上げ促進研修　平成25年2月2日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年2月9日

（参加人数）

　講演会、研修会等：延べ200人

（成果）

　研修会や講演会に自治会長を中心に多数の参加があり、地域防災活動の必要性、取

り組み方等について理解が進んできました。

　また、自主防災組織立上げへの動きが出てきました。

(評価）

　研修を重ねることで地域住民の地域防災に対する関心、意識の高まりに寄与していま

す。今後、自治会の自主防災組織立上げへの取組みが期待されます。

(今後に向けて）

　更に地域自主防災の重要性について意識の醸成を図るとともに自治会の自主防災組

織立上げの進度に合わせた支援、援助を進めることが必要と思われます。

　特に、防災機材の整備に伴う自治会の負担軽減策について検討していく必要があると

思われます。

地域防災活動

693,520
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（５）環境づくり

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　「嘉川清掃の日」の清掃イベント実施について、嘉川環境美化推進事業委員会を中心

に数回にわたり委員会を開催し又現在実施している今坂周辺の作業拠点（場所）につい

ての検討等を行い用具も購入しました。今回よりボランティアに加え、各自治会からも作

業参加を募りましたが、荒天のため清掃イベントは中止となりました。

（実施時期）　関係者会議　　第1回8月24日　　第2回9月27日

（参加人数）　会議参加延45人

（成果）

　地域内の各種団体の清掃活動に清掃用具の貸し出しをしました。

（評価）

　イベントは中止となりましたが、用具の貸し出し等で活動を推進できました。

（今後に向けて）

　多くの住民の参加を得るため清掃イベントの実施日や代替日を検討します。

事業概要

（実施内容）

　地元が行う法定外公共物等の補修工事等に対して、工事費を補助しました。

（実施時期）

　締め切りを設けて要望書を受付し、対象となった工事の実施後に補助金を交付しまし

た。

（参加人数）

　建設振興部会を中心に要望を審査し、工事の実施は地元関係者により処理されまし

た。

（成果）

　法定外公共物　　　　　道路：1件　　558千円　　水路：0件

　単市土地改良関係　　道路：1件　　986千円　　水路：6件　3,005千円

（評価）　同上

（今後に向けて）

　広く住民に利用していただけるように広報、周知を行います。

事業概要

（実施内容）　原材料の上乗せ支給について対象がありませんでした。

（実施時期）

（参加人数）

（成果）

（評価）

（今後に向けて）　広く住民に利用していただけるように広報、周知を行います。

4,549,000

土木工事(法定外公共物原材料支給上乗せ)

土木工事

209,300

0

道路・河川・海岸の清掃活動、地域環境美化活動の推進
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）

　鎮守の森桜公園にさくらの苗木を植え、整備を行いました。

（実施時期）

　平成25年3月15日

（参加人数）

　地域住民20人

（成果）

　桜苗木10本の植樹を実施しました。

（評価）

　桜公園の環境整備が徐々に進み、住民の憩いの場の提供に寄与できました。

（今後に向けて）

　桜等花木の植栽を地域全域に進め、花あふれる嘉川の里づくりを進めます。

事業概要

（実施内容）

　自治会、子ども会、老人クラブ、婦人会に花の苗、肥料、プランタ等を配布し栽培しまし

た。

　婦人会は児童クラブ「おおぞら学級」の花壇でも栽培をしました。

（実施時期）

　担当者会議　平成24年9月21日

　苗配布　平成24年5月25日、11月16日

（参加人数）

　栽培参加者　約150人

（成果）

　地域を挙げて「花いっぱい運動」を進め、環境美化の一助となりました。

　花の苗の配布を年1回から年2回に増やしました。

（評価）

　年間を通して花を栽培をする事ができ、「花いっぱい運動」を推進することができまし

た。

（今後に向けて）

　花いっぱい運動に取り組む人を増やすために、地域住民に広報を通じて周知していき

ます。

50,000

99,993

桜公園の建設推進

花いっぱい運動の推進
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（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　今年度は事業を実施していません。

事業概要

（実施内容）

｢嘉川でできた米を使って、オリジナルのお酒を作る｣という事を目指し、地域住民の多数

の方々と田植えから稲刈りまでを実施しました、。また、地域内外の方々へもアピールす

るため、機会（新聞、テレビ取材、イベントでのチラシ配布等）を捉えて宣伝しました。2月

には新酒発表会も実施しました。

（実施時期）　平成24年6月　　　　スケジュール策定会議

　　　　　　　　 平成24年6月17日　田植え

　　　　　　　　 平成24年9月22日　稲刈り

　　　　　　　　 平成25年2月23日　新酒発表会

（参加人数)

　スケジュール策定会議：24人

　田植え：54人

　稲刈り：56人

　新酒発表会：31人

（成果）

　「嘉穂の郷」が出来上がるまでの作業を地域住民と一緒になって実施することで、嘉川

地域産品として完成することができました。また、地域住民の交流機会を創出することもで

きました。

（評価）

　「嘉穂の郷」作りも３年になり、地域住民にも嘉川の地域産品として知られるようになりま

した。

（今後に向けて）

　嘉川という地域に興味を持ち愛着を持てるように、人との交流を大切にし「嘉穂の郷」等

の嘉川地域産品を育てていきたいと思います。

地域産品創出事業

97,426

事業概要

（実施内容）

　コミュニティ・スクールとの連携事業として、老人クラブ会員が小学校低学年児童と昔話

や昔のあそびを通じて交流活動を実施しました。

（実施時期）

　平成25年1月25日　嘉川小学校

　平成25年1月5日 　興進小学校

（参加人数）

　嘉川小学校児童55人、老人クラブ会員25人

　興進小学校児童76人、老人クラブ会員24人

（成果）

　子ども達大喜びで遊びに熱中し、昔の子ども達の遊びに非常に興味を持ってくれまし

た。

　高齢者も子ども達から元気をもらうことができました。

（評価）

　ふるさとへの愛着や関心を持ってくれるきっかけづくりになりました。

（今後に向けて）

　今後も昔の遊びや「嘉川の昔話」を題材に子ども達が地域の良さや伝統に関心を持つ

ように交流事業を継続します。

20,000

子どもと高齢者の世代間交流事業の推進

0

子どもと高齢者世代間交流による昔話の伝承
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事業名

事業費

事業名

事業費

11,863,393

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

てください。

事業概要

（実施内容）

　今年度は事業を実施していません。

事業概要

（実施内容）

　嘉川地域交流センターだより、嘉川地域づくり協議会だより広報紙や自治連合会総会

等で古記録や古写真の提供を呼びかけました。

　古い写真の収集、資料の整理、保存のためのデータ化を行い、交流センターに展示し

ました。また、協議会だよりでも紹介しました。

　古行事記録のDVDを文化祭で１日中放映しました。

　嘉川地域交流センターに保存されていた古写真を整理しました。

（実施時期）

　年間を通じて記録・編集･保存

　情報提供の依頼　　　協議会だより3月号

　写真の展示、掲載　　交流センターに展示　5月31日～

　　　　　　　　　　　　　　 協議会だより　9月号

　　　　　　　　　　　　　　 DVD放映　11月4日

　委員会　　              平成24年5月8日、5月17日、5月21日、5月28日、5月31日、

                             平成25年1月8日、2月7日

（参加人数）

　委員会開催　延べ48人

　資料提供　学校3校、個人5人

（成果）

　交流センターへの展示、文化祭でのDVD放映、協議会だよりへの掲載により、活動の

成果を広く紹介することができました。

（評価）

　収集した古写真や映像を多くの人に見てもらうことができた事が活動の成果と考えま

す。

（今後に向けて）

　今後、集まった資料等の整理を行い、冊子の作成を目指します。

0

16,971

紙しばい創出

古記録・古行事・古写真の収集並びに編集
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